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新名神大津だよりへのメッセージ
　これまでの滋賀県の発展を支えてくれたのは名神高速道路で、これからの滋賀県の発展を
支えてくれるものが新名神高速道路だと思います。
　滋賀県は全国有数の内陸工業県であり、その物流を支えてきたのが名神高速道路です。
ただ、50 年前の開通から半世紀の間に、県内の人口・交通需要は大きく増加してきました。
これに伴い、名神高速道路・京滋バイパス・国道 1号線などの幹線道路の渋滞などの課題も
生じています。新名神高速道路の整備が、これからの課題を解消してくれることを期待して
います。
　また、今年の台風 18 号の被害により、主要地方道 大津信楽線が通行止めとなっていますが
大津～信楽間の新名神高速道路が、代替道路の役目を果たしてくれています。
　今後発生が予想される大規模地震時の救急活動や災害復旧作業のことも含め、高速道路の
ような規格の高い道路が、災害時に重要な役割を担うことを改めて認識したところです。
　このように、新名神高速道路 大津～城陽間ができることにより、災害への対応が強化される
とともに、地域の発展に繋がることを期待しています。そのため、滋賀県としても、平成 25 年
4月、県庁内に高速・幹線道路推進室、土地開発公社に新名神用地部を新設し、組織を補強し
ました。地元との橋渡しとなり、1日でも早い新名神高速道路 大津～城陽間の開通を目指して
頑張っていきたいと考えています。
　また、今後事業を進めていくうえで地元の方々のご協力なくしては事業進捗が見込めません。
ＮＥＸＣＯ西日本の皆様方には、地元の方々の意見を十分に聞いて、丁寧に事業を進めていた
だきたいと思います。
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新名神大津事務所メンバーをご紹介

新名神大津事務所
副所長　林　達朗

　新名神大津事務所で事務全般（主に用地
業務）を担当しております。副所長の林 達朗
でございます。平成 25 年 7月 1日付けで着
任いたしました。
　新名神高速道路（土山～大津間）建設時に
も担当し、滋賀県勤務は二回目となります。
　現在、滋賀県土地開発公社の皆様に用地業
務を担当していただき用地取得に向けた前提
である土地境界確定を進めております。

　
境界確定作業におきましては、今夏の猛暑の中、地元の皆様方
の多大なるご協力を頂き大変ありがとうございました。
　まだまだ、境界立会は続きますが、地元の皆様方のご理解・
ご協力を宜しくお願い致します。
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しが☆まなび☆発見！（H25.7.31）
　滋賀県主催の家庭教育イベント「しが☆まなび☆発見！」が、ピアザ
淡海（大津市におの浜）で行われＮＥＸＣＯも出展しました。
　「きて！みて！さわって！高速道路！～落書き消しに挑戦！！」と
いうテーマで、落書き・落書き消し体験や落書き落としクジの体験を
子供達にしていただき、また実物大標識の展示・新名神事業・名神 50
周年ポスターを掲示し高速道路事業のＰＲを行いました。
　参加団体は 94 団体、当日の入場者数は約 2,600 人、当ブースの
入場者は約 1,000 人でした。

新名神高速道路
マスコットキャラクター
「しんめちゃん」

  【写真左から】加藤主幹、久保補佐
　    畠中技監、  中寺室長、足立主査

滋賀県　土木交通部　道路課
高速・幹線道路推進室の皆様

新名神に求められる役割


